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背景

東アジア地域より大気汚染物質が越境輸送されている。

2020、2021年は新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に

よる中国のロックダウンの影響により大気汚染が改善した

が、経済活動の再開により再び元の状態に戻ると予想され

る。また、2023年春季には黄砂粒子の輸送が活発であった。

そのため、2025年度も引き続き大気汚染の代表的なもので

あるエアロゾル粒子、二酸化硫黄（SO₂）を測定した。

観測地点

小矢部市中山間部の旧岩尾滝小学校、現小矢部市教育セ

ンター（標高約400 m）の理科室に観測機器を設置した。

観測項目
・SO2：紫外線蛍光式二酸化硫黄測定器でSO₂濃度を測定

発生原因
・SO₂：石油や石炭等の化石燃料の燃焼や火山活動等

の際に発生、酸化され硫酸塩粒子（PM2.5の主成分）

となる

・粒径別エアロゾル粒子個数濃度：パーティクルカウンターで測定

５段階粒径別粒子個数濃度（> 0.3 μm, > 0.5 μm , > 1 μm,> 2 μm , > 5 μm）、> 0.3 μm の粒子個数濃度は PM2.5と有意な正

         の相関関係（渡辺ら, 2013）、> 2 μm , > 5 μmの粒子個数濃度は黄砂現象時に増加

小矢部市教育センター パーティクルカウンターとSO₂の測定機器

粒径別エアロゾル粒子個数濃度の時系列(2025)
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粗大粒子、微小粒子共に減少粗大粒子が増加し、微小粒子は減少
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前年より大きく低下、
COVID-19の影響か？ 全体的に2019年と比べ、微粒子

は低い

まとめ

・COVID-19の影響によって、中国ではロックダウンが行われた結果、

2020年の冬季から春季の微小粒子個数濃度が、2019年の同時期と比べ大

幅に低下していた。

・2023年は全体的に微小粒子は比較的低く、2024年の微小粒子は2月に低

かったが、3，4月は若干増加していた。2025年の3月4月はさらに増加し

た。

・微小粒子個数濃度の経年変化から、大気環境が改善されている可能性が

考えられる。

・ 2023、2024年の3, 4月は黄砂の影響を非常に大きく受けており、本学

から立山連峰が全くみえない日もあったが、2025年は粗大粒子が比較的低

く、黄砂粒子の影響は少なかったと考えられる。

・2025年7月2日の二酸化硫黄濃度が高かったのは、新燃岳の噴火が原因で

あると考えられる。

2020年1～4月と2023～2025年1～4月の粒子個数濃度の月平均値（上；微小粒子，下；粗大粒子）

SO₂濃度の時系列（2025）

7/2

新燃岳の火山活動の影響

大きな変化なし

2月に微粒子が低く、3，4月は
わずかに増加

2020の3月、4月に比べ、2023，2024の同時期
は大きく増加
→黄砂粒子の影響大

2023，2024の同時期と比べ大きく減少
→黄砂粒子の影響小

4月は減少

3月4月は増加
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